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ゲタ箱の中でアートとふれあう
大田原市制施行70周年記念第10回記念ゲタ箱展

6/15

　芸術文化研究所（旧両郷中学校）において、6
月 15 日から 30 日まで大田原市制施行 70 周年記
念第 10 回記念ゲタ箱展を開催しました。
　旧両郷中学校で使用されていた下駄箱を展示
場所としたゲタ箱展は、アートをより身近に感じ
ていただくため、作品に触れることができる展示
会です。今回も国内外から集まったアート作品
122 点を展示し、たくさんの方にご来場いただき
ました。
　現在、HPで展示された作品を公開して
おりますので、ぜひご覧ください。

　

10/286/20
湯津上小学校発掘現場見学会

　湯津上小学校の 6年生が学校のすぐ南で実施
していた岩

いわふねだい

船台遺跡の発掘調査を見学しました。
この遺跡は縄文時代から奈良・平安時代まで先
人が住んだ遺跡で、今回の調査地点は縄文時代
のムラの中心部と推測されます。
　子ども達は発掘調査に興味津々で、石を組ん
だ炉や出土した土器をじっくりと観察していま
した。
　現場・現物を見る経験を通じて、一人でも多
くの人達の文化財に対する興味関心が深まるこ
とを願っています。

縄文時代の土器に触れて、家に入って

6/22
くろばね芭蕉の里紫陽花まつり

　約 6,000 株の紫陽花が咲き誇る黒羽城址公園
で、くろばね紫陽花まつりが開催されました。
　満開の紫陽花に囲まれた、本丸内にある文化
伝承館ステージでは太鼓やお囃子などの郷土芸
能やよさこいの演舞などが行われました。
　また、芭蕉の館ではお茶席での抹茶体験や盆
栽の展示、浴衣の着付けなどが行われました。
　

満開の紫陽花に囲まれて 10/286/22

　毎年好評の「はじめての農機具取り扱い講習
会」も今年で 4回目を迎えました。大田原市農
業委員会女性グループ「チームあゆみ」、JAグルー
プ共催の元、中田原地内で行われました。
　梅雨入り宣言後の開催になりましたが、好天に
恵まれ、23 名の方にご参加いただきました。ト
ラクターや管理機、刈払機の講習に加え、今年
はチェンソーの講習も行われました。
　参加者の皆さまからは「農機具の使い方をわ
かりやすく説明してもらえた」「実際に体験でき
てよかった」などの声が聞かれました。

はじめての農機具取り扱い講習会
トラクターや管理機などを体験



252024.8

6/23 10/287/1
小学生相撲教室・相撲大会

　大相撲の二子山親方をお招きし、市内の小中学
生を対象とした相撲教室が開催されました。
　市野沢小学校出身力士（生田目関、小滝山さん、
恵雅さん）も来場し、生田目関が7月場所より十両
に昇進したこともあり、大変盛り上がりました。
　教室の後には、小学生相撲大会が行われ、小学校
1年生から3年生までの児童が熱戦を繰り広げまし
た。優勝者は以下のとおりです。（敬称略）
●1年生の部 藤田 竜誠（薄葉小）
●2年生の部 簗 忠和（大田原小）
●3年生の部 大倉 力翔（薄葉小）

めざせ未来の大相撲力士
優良建設業者を表彰

　令和 5 年度に優秀な成績で工事を完成させた
建設業者の表彰を行いました。
　表彰を受けた業者は次のとおりです。
●土木部門：株式会社舘林工業
●舗装部門：那須土木株式会社、天野建設株式

会社、株式会社大岩建設、株式会社猪股建設
●下水道部門：金澤建材株式会社
●水道部門：有限会社野崎工業

優良建設業者表彰式

7/2
大田原保護区保護司会メッセージ伝達

　大田原保護区保護司会より、「社会を明るくす
る運動」として、内閣総理大臣メッセージを受け
取りました。この運動は、すべての国民が、そ
れぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない
安心で安全な明るい社会を築くための全国的な
運動です。
　保護司会の皆さまには、立ち直ろうとする人
たちに寄り添い、支えることにより、一日でも
早く社会復帰できるようご支援をいただいてお
ります。

社会を明るくする運動 10/287/4

　大田原市在住の酒井 導子 氏から、酒井 真沙 氏
の書 3 点を寄贈していただきました。
　酒井 真沙 氏は生涯を市内小中学校教員として
職責を全うしながら、書家としても活躍されま
した。少字数の分野において数々の格調高い作
品を残し、書を学ぶ同志や後継に大きな影響を
与えました。また、市内の児童生徒の情操教育
の一助を願い、自らの作品を旧大田原市内の小
中学校全校に贈呈されています。
　寄贈していただいた作品は、今後皆さまにご
覧いただける機会を設ける予定です。

酒井真沙書寄贈式
書 「共生」「聴雨」「調」の寄贈
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現代部会調査速報⑬
～内閣総理大臣の勧告書～

　平成17年（2005）10月の「平成の大合併」から来年で20年。大田原市・湯津上村・黒羽町、それぞれの住民の思
いをくみ取りながら、比較的穏やかな中で実現した合併でした。しかし、遡ること約50年。昭和20年代末から
30年代に進められた「昭和の大合併」は、ずいぶん様相が異なりました。合併の相手や方法をめぐり激論が何
度も繰り返され、ついには国をも巻き込こむ事態に陥っていました。
　「昭和の大合併」は県から合併の枠組み案が示され、それが混迷への引き金となりました。特に湯津上村は、
小川町との合併で、一部は黒羽町への編入もありという分割案が示唆されたことから、その後、枠組みも変
えつつ全村編入合併か、分村合併か、議論が二転三転。県の調停案も受け入れず、ついには内閣総理大臣か
ら新市町村建設促進法に基づく勧告が発せら
れる事態に。これは全国で 29 件のうちの 1 つ
でした。大田原・黒羽周辺は同村との合併を
断念し、それぞれの合併を成立させていきま
す。湯津上村は、勧告後も町村合併を行わな
ければ国の財政上の援助措置が受けられなく
なることを覚悟し、平成の大合併まで、明治
22 年（1889）以来 100 年以上も枠組みを変えな
い「村」として存続しました。湯津上村に発せ
られた 1 枚の勧告書は、そうした町村合併の
歴史を物語っています。
　　　　　　　　　　（現代部会　長谷川 操）

問文化振興課　Ａ別館２階　 ０２８７‒４７‒５０３１

市史編さんだより vol.46

投稿者：鴨葱おじさん
撮影場所：美原 2 丁目

　早朝の散歩中にカモさん一家11羽のお散歩
に偶然出くわしました。
　道路上の【止まれ】のところまで来ると安

『カモさん一家の交通安全』

『みんなのひろば』 投稿募集
❺住所（番地も記入。紙面には大字のみ掲載します。）
❻電話番号
●注意事項
＊原則として受付順に掲載しますが、応募多数の場合は

過去に一度も掲載されていない方を優先します。
＊掲載回数の上限は 1 人につき月 1 回かつ同一年度内 3

回までとし、2 号連続しての掲載は行いません。
＊掲載された場合の謝礼はありません。

※詳細は、市HPをご覧ください。

●応募方法
　E メールに写真を添付し、本文に次の❶ ~ ❻を記入
して情報政策課にお送りください。
❶コーナー名
　・我が家の『○○』（家族や自慢のレシピなどの紹介）
　・いいとこ撮り（市内の風景・イベント写真の紹介）
　・大田笑人（市内で活躍する個人・団体の紹介）
❷写真のタイトル
❸コメント（200文字程度）
❹氏名とペンネーム（本名掲載を希望の場合は不要）

問情報政策課　本６階　 ０２８７- ２３- ８７００
　 jouhou@city.ohtawara.tochigi.jp

全確認をしてUターンし
て行きました。実はカメ
ラのオジさんが怖かった
のカモ？

❶❶

❹❹

❷❷

❸❸

岸信介内閣総理大臣からの勧告書（昭和32年12月14日付け）
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